
ＪＲ西日本福知山線脱線・転覆事故で、兵庫県警は業務上過

失致傷容疑で、運転士を含める経営幹部ら10名を書類送検（9

月8日）しましたが、遺族や負傷者などから経営最高責任者の

刑事責任を明確にすべきという強い声が上がっていました。

今回、当時の社長の事情聴取が行われたことにより、経営

トップの責任があらためて問われることとなりました。

ＪＲ西日本山崎社長

は、書類送検されてな

を辞任の意志がないこ

とをいち早く表明して

いました。このような

中、ＪＲ西労の仲間た

ちは、９月28日「経営

責任を追求する集会」

を開催し、経営トップ

の責任の明確化を訴え

てきました。今回、神

戸地検が事情聴取に動

いたのは、遺族の心情

はもとより、このよう

な闘いによるところで

あり、営利優先・運行

第一の企業体質にくさ

びを打ち込み、経営責

任を明確にさせる力と

なりました。

ＪＲ東海労ニュース
経営トップの責任を明確にせよ！
神戸地検、最高責任者・井出正敬社長（当時）の事情聴取
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